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　　　　名古屋 大学工 学部化学工 学科

　　　　国際交流委員会委員長　白戸紋平

第 4回国際流動眉会議 （The 　Fourth　International　Con・

ference　on 　Fluidization）

　期 日　昭和58年（1983年）5月29日（日）〜6月3日（金）

　会場　志摩観光 ホ テ ル （三 重県賢島）

　会議 の 目的と性格

　　エ ネル ギー・環境 ・経済 の 3 つ の 問題 を 同時 に解

　　決す る ため の 有力な武器として ，流動層を用 い る

　　方法が広い 分野で 注 目 されて お ります ．本会議 は

　　流動層に 関 して 世界的に 著名 な基礎研究者 お よ び

　　産業界の 第一線で 活躍 して い る技術開発研究者が

　　 1 つ の 宿舎に 集ま り， 主 と して 1つ の 会場だ けを

　　使 っ て 6 日間文字通 り寝食を共に しな がら将来の

　　基礎研究の あ り方 ， 革新的技術開発の 方向を探る

　　 こ とを目的 に して お ります．

　詳細　化学工学　45・8

　連絡先　下記 に葉書また は封書 で 申し出下 さい ．

　　　　 ア ナ ウ ン ス メ ン トをお送 りします，

　　　　 113 東京都文京区本郷 7−3−1

　　　　東京大学工 学部化学工 学科気付

　　　　国際交流委員会委員　国井大蔵

　　　　 Tel．03−812−2111 内線 7324

第3回国際菌学会議 （Third　lnternational　Mycological

Congress）

　期日　昭 和58年（1983年）8月28日〜 9月 3 日

　会場 京王 プ ラ ザ ホ テ ル

　　　　（東京都新宿区西 新宿2−2−1）
　プ ロ グ ラ ム （仮題）

　Airborne　fungi （1），
　Aquatic　and 　marile 　fi皿 gi （2），

　Biochemistry （3），
　 BiOdeterioratien　（4），　 Biomass

　（5），
Gulture　 collection 　（6），　 Development （7），

Ecology（8｝，
　Ec。logy　 and 　Epidemi 。legy　of 　patho−

　genic　fu皿 gi　（9），
　 Edible　fUngi　 production　（10），

　Education　（11），　 Entomogenous 　fungi （12），
　 Food

　 and 　feed　mycology （13），
　Fungal　viruses （14），

　Fun −

　gicides（15），Genetics（16），
　Lichens （17），

Mycotoxin

　producing　fungi　and 　their　toxins　（18），　Phylogeny

　（19），
Physiology　 and 　 fungus　 metabolism 　（20），

　Plant　pathogenic　fungi，　their　activities　and 　disease

　 control （21），　Poisonous　fungi（22），　Taxonomy （23），

　Ultrastructure （24），
　 Veterinary　 mycolegy （25），

　 and 　Yeasts（26）．

　　上記 の 国際会議 の First　Circularが 発行 さ れて い

　ま す か ら，ご希望の 方 は 下 記 へ ご請求下 さ い ．

　　　　】03 東京都 中央区 日本橋2−7−4

　　　　竹扇 ビ ル 5 階　国 際会議事務 局

　　　　第 3 回 国 際菌学会議

　　　　実行委員　総務幹事長　椿　啓介

　 　 　 　 Tel ．03−272 −8011
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「食品 と水分活性」 John　A ．　Troller，　J．H ．B ．　Christian著

　　　　平 田　　孝，林　　　徹 訳

　　　　 学会出版 セ ン タ
ー，1981年

　　　　　　 A5 判 ，
262頁 ，

3800円

　食品 と水分活性 （aw ）の 関係 は，わ が 国で は水 産 ね り製品 の 規制 に aw が用 い られ るよ うに な っ て か

らク ロ
ーズ ア ッ プされ て きたが ， 国際的に も，こ れ ま で ボ ッ リヌ ス 菌に 対 して 特効薬的役割を果た して

きた 亜硝酸塩 が 発癌性物質を生成す る可能性か ら使用規制の 方向に あり， そ の た め の 手段 と して 関心 を

集め て い る．食品中の 水 に aw の
“
もの さ し

”
が持 ち込 ま れた の は1930年代，　WJ ．　Sc・tt に よ っ て で あ

っ た．博士 は今 なお健在で こ の 本 の 序文を書い て い る．著者の
・一

人 Christianはかつ て Scott の 研究に

も参加 した こ の 道 の 権威の
一

人で あり，Tr 。Ilerは 食品微生物 の エ ン テ ロ トキ シ ン 生成 と aw に 関 して

著名な研究者 で あ る．こ の 本は aw の 測 定 法，調 整 法 ，　 aw と酵素反 応，脂質酸化 ， 褐変，微生物の 生

育，耐性，毒素生産か ら食品包装，貯蔵，工場の 衛生 管理 まで 広範囲 lc　aw に 関す る報告が紹介 され

て い る．した が っ て ，特定 の 問題 に しぼ っ て aw に 関す る情報を得よ うとす る読者 に は好適 で あ る．と

くに ，食品微生物 に 関す る 記述 は詳細で て い ね い で あ る．た だ，全体的 に これ らを まと め た著者の 解釈

な り， 見解なりが 充分 に 示 され て い な い点 に単行本として の 不満が 残 る．aw と い う
一つ の マ クロ な 尺

度 で 多様性 に とむ 食品を統一的に 語 る こ とは 至難 で はあ る と思 うが．訳文 は明快で 読み 易い．た だ，
“humectant ”

を 「水和 剤」 と訳 して い るの は不適 当と思 わ れ る．　　　　　　　　　　 （M ．　T ．記）
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